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食育活動実施案・報告書　（5歳児）　　　　　　　　　　　　　保育園
	行事名
	
お味噌汁を作ろう
	実施日
	
平成　30年　10月　30日（火）
時間　11時15分～
	担当者
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	ねらい
	出汁・味噌について知る
きのこの種類や香りの違いを感じる

	各担当
	進行　佐久間
補助　担任

	準　　　備
	水　3ℓ、昆布、かつお節20g、えのき3p、しめじ3p、まいたけ3p、大根、味噌、
（ソテー用）バター、醤油

鍋、ガスコンロ、レードル、紙コップ（味見用）
フライパン、ヘラ
まな板、包丁（2セット）

	環境設定
	11時15分～
導入　出汁の種類、味噌汁の作り方について（包丁の使い方も確認する）

11時20分～
調理　鍋で昆布だしをとっておき、子どもたちに味見させる。
　　　　かつお節を入れ、再度味見し、味や香りの違いを感じる。

　　　　きのこの種類や香りを楽しみ、秋が旬であることを伝える。
　　　　3種類のきのこを手でほぐし、洗って半量を鍋に入れて味噌を入れて味噌汁を作る。
　　　　（この間に、順に大根を切り味噌汁にいれる）

11時40分～
　　　　きのこを、バターとしょう油で炒める。

11時50分～
まとめ　出汁や味噌、きのこについてのおさらい。
　　　　



園児の反応・態度（保育士記入）
	項　　目
	評　　価

	活動自体、興味をもっていたか？
	a. 興味をもっていた
b. 興味をもっていなかった

	積極的に参加していたか？
	a. 積極的に参加していた
b. 積極的に参加していなかった

	楽しく参加していたか？
	a. ほぼ全員が楽しくしていた
b. 楽しくできなかった子もいた

	反　省　・　考　察

	出汁についての話にとても興味を持ち、飲み比べてみた事で違いに気付いたり、完成後、食べる時には
より美味しさを感じている様だった。
家に帰ってから家族に話したりする子が多かった。
種類の違うきのこに実際に触って処理する事で、名前なども覚えていた。
せっかく作ったので、もう少し量を調節して、完食出来る様にすればよかった。

	企画者の評価（栄養士記入）

	項　　目
	評　　価

	集中して話をきかせられたか
	a. よく聞いていた
b. 時々聞いていなかった
c. あまり聞いていなかった

	積極的に参加させられたか
	a. 積極的に参加していた
b. だいたい参加していた
c. 参加していなかった

	反応（うなずき・返答）があったか
	a. 反応があった
b. 少し反応があった
c. 反応がなかった

	園児が理解できる内容であったか
	a. 理解できる内容であった
b. 理解しづらい内容であった

	教材は適切であったか
（文字の大きさ･表現･内容）
	a. 適切であった
b. 適切でなかった

	流れが無理なく展開できていたか
	a. できていた
b. ほぼできていた
c. あまりできていなかった
d. できていなかった

	反　省　・　考　察

	　とても積極的に食育に参加する姿は見られたが、集中が切れてしまい、話が聞けていない時もあった。
出汁について、味の違いや、色や香りの違いにもしっかりと気付き、「かつお節が入ると美味しい」などと言う声もあった。
　また、包丁を使うのは何度か行っているが、猫の手を忘れてしまっていたり、野菜を上から押して切ろうとする姿があり危なかった。再度、包丁の持ち方や切り方を教えると共に、おもちゃなどを使用して教えた方が良かったのかもしれないと思った。
　全体的な流れは、時間的にも良かったと思うが、出汁の種類や味噌についての話をもう少し掘り下げても良かったと思った。



